




The Silk Weaving Industry in the Shinshu Area, 






























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































絹紬（疋） 横太織（反） 木綿（反） 帯地（筋） 生糸（提）
1833（天保 4 ）  7,852 － － 7 3,916
1834（天保 5 ） 12,929 15,634 41,924 1,573 4,367
1836（天保 7 ）  3,425 14,774 34,137 603 1,830
1839（天保 10）  8,745  9,525 13,484 1,066 5,950
1840（天保 11）  4,107 22,175 56,390 1,192 967
1842（天保 13）  2,058 26,254 40,194 － 169
1844（弘化 1 ）  9,984 36,898 66,167 2,450 5,784
1845（弘化 2 ） 11,968 36,821 57,878 3,298 6,006
1846（弘化 3 ）  8,276 10,707 17,875 1,370 3,530
1850（嘉永 3 ） 14,922 22,139 38,441 7,501 8,731
1851（嘉永 4 ）  7,061 17,295 33,612 3,855 1,368
1854（安政 1 ） 17,670 24,806 48,800 7,387 11,742
1855（安政 2 ）  5,590 14,587 29,441 4,193 4,188
1856（安政 3 ） 17,050 27,061 39,029 9,779 9,575
1857（安政 4 ）  8,071 21,979 32,061 6,851 2,998
1858（安政 5 ） 17,073 21,381 38,206 12,368 5,371
























































































































































































　　絹　　織 絹綿交織 　　絹　　織 絹綿交織
反 額（円） 反 額（円） 本 額（円） 本 額（円）
1884（明治17）  13,888 64,087 281 1,230
1885（　　18）  37,095 99,283 435 1,820
1886（　　19）  14,680 35,259 15,947 17,299 99 310 300 100
1887（　　20）  17,150 49,128 28,576 33,316 102 368 7,995 2,270
1888（　　21）  21,505 61,026 21,449 26,223 280 562 4,150 1,402
1896（　　29）  54,444 272,781 13,518 20,408 354 1,874 284 262
1897（　　30）  68,695 443,945 14,523 22,359 381 2,109 731 923
1898（　　31）  56,998 413,278 14,742 25,325 546 3,986 632 840
1905（　　38）  64,687 406,675  9,858 18,981 1,038 3
1906（　　39）  63,162 517,097  2,910 6,820 892 0
1907（　　40）  55,014 501,044  3,543 9,174 1,449 2
1908（　　41）  95,421 562,747  8,244 17,115 2,485 92
1915（大正4 ）  82,915 589,851 22,315 75,450 9,454 45,990 10,633
1916（　　5 ） 152,594 756,715 14,867 57,316 8,049 37,958 13,303
1917（　　6 ） 172,528 1,066,979 18,461 77,991 3,389 15,156 1,743




































絹織物 絹綿交織 絹織物 絹綿交織 絹織物 絹綿交織
南佐久 186 220 14,982 20,699
北佐久 3,671 6,601 　6,699 450
小県 29,543 8,686  83,711  5,141  77,351 3,103
諏訪 1,702  14,478  43,324 4,126
上伊那 943 2,458  62,938  7,693 150,669 32,286
下伊那 4,591 1,479  49,969  3,544 137,234 7,056
西筑摩  17,670
東筑摩 592  19,919 2,835
南安曇 225 100,969 1,768
北安曇 1,863 2,427  22,377 4,514
更級 7,646 180  75,619 5,264
埴科 7,083 0 381,191 2,220
上高井 0 0 251,363 4,645
下高井 3,694 0  92,672 5,864
上水内 1,548 3,940 　5,739 1,067





















































































































































































































































































































な の で、 木 綿 織 も 絹 織 も あ る（ 山 脇2002、
p.108）。紬の場合も、技術的には容易で、さら
に農家副業に適していた。
注13  小倉織は豊前小倉藩で産出される強靱な木綿織
物であり、帯地・袴地・羽織地として用いられ
ることが多かった。その起源が、実は信州にあ
るとする説が有力で、小笠原氏が松本藩主だっ
た1610年代に藩内で製織され始めた綿織物で、
小笠原氏が豊前小倉藩へ転封となった際、この
織物を小倉へ伝えたとされる（『日本近世染織業
発達史の研究』p.426）。その意味で、商品生産
としての諏訪小倉織は、いま史料で確認される
時期よりさらに遡ることが可能かもしれない。
注14  前出の『日本衣服史』をはじめ服飾史に関する主
要文献に、近代日本の代表的紬として「信州紬」
を紹介しているものはない。明治以降に信州で
製出された紬は、産地を特定することで差別化
するような「大島紬」や「結城紬」とは異なり、際
だった特徴のない紬だった点に、生産量を伸長
させた根拠を見いだすことができる。
